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ま したのでお知らせ しま す。 このことについては， 上
記 短大の創設準備委員会委員， 同専門委員の諸先生を
はじめ， 関係教職員の皆様方には並々ならぬ御指導を
賜りま したが， ここに心からお礼申し上げま す。
記
名 称、 高岡短期大学（仮称）








の一部を改正する規則 （人事院 16 -3 ) 1 2・ 28
富山大学 短期高等教育機関（高岡）

















英米コース 30名， 中国コース 1 5名
設 置 場所 富山県高岡市
開 学 時 期 昭和58年 1 0月
学生受入時期 昭和61年 4月
法 d岳、寸冒
学 内 規 則
富山大学物品管理事務取扱細則の一部改正
富山大学物品管理事務取扱細則の一部を改正する細則を次のとおり制定する。
昭和57年 1 2 月2 4日 富山大学長 柳 田 友 道
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昭和58年1月1日発行 ..... 島号ー 報 第230号
富山大学物品管理事務取扱細則の一部を改正する細則













発 生 物 品 通 知 書
第 号












日 備 考時価金 額
円 円
附 則
この細則は， 昭和57年 12 月2 4日から施行し， 昭和57
































































































異動区分 発令年月 日 氏 名
採 用 57. 12. 6 中 村 公 弘
57. 12. 16 高 田 礼 子
58. 1.  4 JI! 島 由 佳
昇 任 58. 1 木 下 資 ー
器 職 57. 12. 6 北 野 孝 一
退 職 57. 12. 16 星 名 俊 美
o昭和57 年秋の叙勲
声凶弓一 報
人 事 異 動
異動前の所属官職
講師 （教育学部）
教授 （理 学 部）
事務補佐員 （教育学部）
学 内 諸 報
率見 位 ・ 叙 勲
異 動 内 寄
技術補佐員（経理部主計課）
事務補佐員l附属図書館）
II （工 学 部）
助教授 （教育学部）
辞職を承認












元本学教授 （教育学部）藤木二輿氏は， 昭和 57年 11
月5日死亡 （享 年82オ）されましたが， 同氏の生前の
功績に鑑み 正四位 勲三等瑞宝章が授けられ， 12月
10 日 学長から遺族に対し， 位記及び：勲記・勲章が伝達
されました。
名誉教授 島崎藤一 勲三等旭日中綬章
海 外 渡 航 者
渡航の種類 所 属 官 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的
磁力線再結合の問題に関する討論







57. 12. 10 
57. 12. 24 
昭和 57 年度の富山共済組合支部連絡協議会ボーリン
ク大会が， 去るl l月 20日（｜）トヤマゴールテンボウルに
おいて72名の参加者を得， 高山地方験察庁支部の当














4 位 山 田 知IDll （教育学部）
7 位 長崎 悟（ II ) 
稿
〈ヨーロッパでの短期在外研究〉
7 月11日（日）正午， 新東京国際空港発， モスクワ経
由， 西日を追いかけて約13時間， まだ日照の強い夕方





過ぎ， 時折テームズ川を渡り， 森を抜け， いくつかの










翌朝9時， 研究所の車に迎えられ， 宿舎から約20 km
南にある研究所へ。 早速， 理論部の全スタッフに紹介










理学部 教授 松 本 賢 一
ている様に感じられた。 この研究所の図書室の研究情
報のすばらしい整理と使いやすきも印象的で、あった。






























研究機関であった。 7 月と 8 月はノマリ市民の半分が長
期バカンスに出かけるといわれるシーズンであるが，
オルセイの研究所では 8 月が休み， エコールノルマル






くの各国研究者とも交流できた。 学生寮の住 人は， ほ
とんどは， 1 日一1週間単位で入れ替っていたようだ
った。 主に， 学生たち一フランス各地から， ヨーロッ
















と， 約5,000 人に達する。 客員宿舎は構内にあり構外
は遠くまで畑がひろがっているが， 構内には食堂（早










いた。 自然界には， 「重力」， 「電磁気力」， ベータ放射
能等を生み出す「弱い力」， 原子力のもとの力である






る。 間もなくこの主目的の実験にとりかかり， 1～2 
年以内にその答の出ることが期待されている。
ここではシーズンオフはない。 いくつもの国際共同




部門だけでも， ビジターも入れると， いつも 1 00人を
























と第2 次 世界大戦による荒廃から立直り， 再び＼物質
の深部と時空に関する認識活動を主導しはじめている
という実感である。 そのような 自信と活力とを強〈感









砂 筆者は， 文部省 短期在外研究員として， 昭和57


































































































相補的で原因， 治療， 予防のいずれの面でも， かなり
の点でお互に相反しているかのようにみえ， 戸惑いを











を起したく ない， 血管を丈夫に血液をスムーズに， と
































・月 謝 1,500 円







の後， バドミン トンはイギリスで発展し， 現在， ヨー
ロッパ， 東南アジ アなどで毎年国際大会が開催される
までになってきました このバドミン トンの面白きの
一つはシャ トルコ ックにあります。 それは， 5 gほど
の重きしかありませんが， そのフライ ト（飛行） は他
の球技には見られないユニークさをもっています。 バ
ドミン トンは一見すると易しそうに見えますが， 高度




57年の北陸5 大学教職員バドミン トン大会で， それぞ
れ準優勝の実績をもっており， そのレベルは高いもの
と思っています。
毎日， 昼休みの時間に 多くの方がバドミン トンをし
に体育館に来ています。 どうぞ何かの折に体育館をの
ぞかれ， 自らラケッ トを手に取ってみてください。
・連絡先 附属図書館 池 田 勇（内線629)
Oボーリング班
当， ボーリング班では， 現在班員が（本部 1 名， 人
文・理学部7 名， 教育学部5 名， 経済学部 3 名， 工学






また， 学内大会はいつも 多数の参加を得， 和 気あい
あいの中で行われています。
なお， 今年度は 3月に行う予定ですので， 班員の方
のみならず同好の方にも奮って参加し， 優勝あるいは
上位入賞をねらってください。
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〈改 姓〉
教育学部附属幼稚園
教 諭 中川光栄 旧姓 松田



















文部事務官 羽広孝司 文 部 技 官 丹 保豊和
教育学部
助 教 授 大石 昂
教養部






昭和58年1月1日発行 品... 千 第230号報
主 要 行 事
本 部






7 ～8 日 北陸地区大学課外活動担当者研修会 （於呉
羽ハイツ）






































23 日 附属養護学校第2 学期終業式
｜経済学部｜











































12月 9 日 保健管理センタ一運営委員会
｜経営短期大学部｜
12月 9 日 第3 回入学者選抜学力試験委員会
16 日 第4固入学者選抜学力試験委員会
22 日 第1 5 回教授会
23 日 授業終了
編 集 富山大学庶務部庶務課
富山市五福3 1 9 0 
印刷所 あ け ぼ の 企 画
富山市曙町9 - 1 
電話（33) 356肋
